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4月 16日 [土]午前 11時30分開演
入場料金=3,100円 /学生 2,200円   興 じ」

予約開始=2月 11日 [木・祝]午前10時～

窓口販売開始 =2月 12日 [釦 (チケット売場 午師 0時～午後6時)
窓口販売用に,1粋でのお取り置きはございません.

【電話】国立劇場チケットセンター昨前10時～午後6時 ]

0570(07)9900 03(3230)3000[一部IP筍話等]

【インターネット】パソコンhttPノ/tickct nl jaC gojP/
スマートフォンhttPノ/tickct nl jaC gojP/m

清元延美雪本條秀五郎西川申晶川瀬露秋

郎苗立劇場堂酵驚辮
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馨蕩印百・邦楽鑑賞会

午後2時30分開演
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0地下鉄 半蔵門線く半蔵門駅〉1番出口徒歩5'
有薬町線 半蔵円線 南北線〈永口町駅)4番出口徒歩8,2番 出口徒,10分

●都バス 都o3(晴海埠頭一四谷駅)三宅坂徒歩1分
宿75(新宿駅西ロー河口町一四谷駅前一三宅坂)三宅坂徒歩1分

●駐車場完備
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平成28年 ∠|り116日  [■]午 前 11時 30分 開演 字幕表示有リ

◎入場料金 (御市指定)3,100円 /学生 2,200円
※障害者の方は2割引です。鮮錮はチケットセンターまでお問い合わせください。

※車綺子月スベースがございます。ご予約時にお問い合わせくださtヽ

〔電話】国立劇場チケットセンター昨前10時～午後6時〕

0570-07-9900o33230-3000(鰤 P電話っ
14>r-llv11,',,, http:/ /ticket. ntj. jac.go.jpl
*',,, http:/ /ticket. ntj.jac.go.jplm

■窓口販売開始 平成28年2月 12日 [金](チヶット売場 午前 0時～午後6時 )
窓口販売月に別絆でのお取り置きはございません。

■ブレイガイド チケットびあ 0570(02)9999[PC携帯]h■p:″ pa,p/
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